
感 報週症染

東京都島しょ保健所小笠原出張所

第43週（ 10月19日 から 10月25日まで ）小笠原での流行状況

東京都全体での流行状況

感染性胃腸炎の報告がありました。

母島

父島

特別な感染症の報告はありませんでした。

令和8年10月26日発行

感染予防の基本は手洗い習慣にしよう！

再び増加傾向 流行中

※ ５例以上発生時に実数報告としています

第42週（10月12日～10月18日）

【今週の注目される定点把握対象疾患】

・インフルエンザの定点当たり報告数は

9.16で先週より減少していますが、31保健

所中1保健所が警報レベル、9保健所が注意報

レベルであり、これらの保健所管内人口の合

計が東京都全体の34.77％に達しているため、

注意報レベルが続いています。

段々増えてます

更新前

ボツリヌス菌 ボツリヌス菌は土壌や海、湖、川などの
泥砂中に分布している酸素が嫌いな細菌で、
熱に強い芽胞を形成します。
ボツリヌス菌の芽胞は、低酸素状態に置か
れると発芽・増殖が起こり、現在知られて
いる自然界の中でも最強といわれる毒素を
産生します。

インフルエンザワクチン
ご検討ください。

1歳未満の乳児は
腸内環境が未熟な
ため、はちみつに
ボツリヌス菌が混
入していた場合、
菌が腸内で増えて
「乳児ボツリヌス
症」を起こすこと
があります。
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